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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

渡
り
ま
す

歩
い
て
ま
す 

」

元
気
な
命
が

６ ８
657

　

国
土
交
通
省
道
路
局
は
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適

用
や
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
物

流
危
機
へ
の
対
応
、
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
に
向
け
て
、
新
た
な

物
流
形
態
と
し
て
、
道
路
空
間

を
活
用
し
た
「
自
動
物
流
道

路
」
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
た
め
、
「
自
動
物
流
道

路
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置

し
て
い
る
。

　

今
回
、
第
１
回
検
討
会
か
ら

第
５
回
検
討
会
ま
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
『
自
動
物
流
道
路
の

あ
り
方 

中
間
と
り
ま
と
め
』

を
公
表
し
た
。

〈
中
間
と
り
ま
と
め
の
ポ
イ
ン

ト
〉

◇
自
動
物
流
道
路
の
コ
ン
セ
プ

ト
　

人
手
不
足
な
ど
の
物
流
危
機

を
転
機
と
捉
え
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
社
会
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
道
路
空

間
を
活
用
し
た
物
流
専
用
空
間

の
構
築
と
、
無
人
化
・
自
動
化

さ
れ
た
輸
送
手
法
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
物
流
形

態
で
あ
る
自
動
物
流
道
路
を
構

築
す
る
。

　

人
的
リ
ソ
ー
ス
の
制
約
を
離

れ
た
小
口
・
多
頻
度
輸
送
に
よ

る
省
ス
ペ
ー
ス
で
の
安
定
輸
送

や
輸
送
と
保
管
を
統
合
し
た
バ

ッ
フ
ァ
リ
ン
グ
機
能
に
よ
る
物

流
全
体
の
効
率
化
が
可
能
と
な

る
こ
と
か
ら
「
持
続
可
能
で
、

賢
く
、
安
全
な
、
全
く
新
し
い

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
型
の

物
流
革
新
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
の
柱
と
す

る
。

◇
方
向
性

①
物
流
の
全
体
最
適
化

　

需
要
平
準
化
・
標
準
化
な
ど

の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
革
命
に
貢

献②
物
流
モ
ー
ド
の
シ
ー
ム
レ
ス

な
連
結

　

積
替
え
バ
リ
ア
を
解
消
し
、

新
し
い
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
実

現③
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

低
炭
素
技
術
を
導
入
し
、
環

境
負
荷
を
最
小
限
に
抑
制
等

◇
自
動
物
流
道
路
が
真
に
社
会

の
役
に
立
つ
姿
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
関
係
省
庁
、
関
係
事
業

者
、
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
議

論
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
本
検
討
会
で

議
論
を
進
め
て
い
く
。

自
動
物
流
道
路
の
あ
り
方

自
動
物
流
道
路
の
あ
り
方  

中
間
と
り
ま
と
め

中
間
と
り
ま
と
め

～
「
危
機
」
を
「
転
機
」
と
す
る
自
動
物
流
道
路
～

◇『自動物流道路のあり方 中間とりまとめ』の概要、本文
　https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_001829.html
◇会議資料・議事要旨
　https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/buturyu_douro/index.

html

自動物流道路に関する検討会　中間とりまとめ（概要）

自動物流道路のイメージ

災害時の管理の方法を定め災害時の管理の方法を定め
るべき踏切道を追加で指定るべき踏切道を追加で指定

　

こ
れ
ま
で
、
災
害
時
の
管
理

の
方
法
を
定
め
る
べ
き
踏
切
道

と
し
て
４
６
９
箇
所
の
大
臣
指

定
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今

回
、
16
箇
所
を
追
加
指
定
し

た
。
（
今
回
の
指
定
に
よ
り
、

合
計
４
８
５
箇
所
を
指
定
。
そ

の
内
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
施

行
規
則
第
13
条
第
１
号
基
準

の
踏
切
道
（
令
和
６
年
７
月

時
点
）
は
、
全
て
指
定
が
完

了
。
）

　

指
定
さ
れ
た
踏
切
道
に
つ
い

て
、
鉄
道
事
業
者
・
道
路
管
理

者
は
、
災
害
時
の
踏
切
道
の
管

理
方
法
と
し
て
以
下
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
。

◇
警
察
・
消
防
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
災
害
時
の
連
絡
体
制
の

整
備

◇
長
時
間
の
通
行
遮
断
の
解
消

に
向
け
た
手
順
、
情
報
提
供
の

仕
組
み
を
定
め
た
対
処
要
領
の

作
成

◇
定
期
的
な
訓
練
の
実
施　

等

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
７
年

度
末
ま
で
に
今
回
指
定
し
た
全

て
の
踏
切
道
に
お
い
て
管
理
方

法
の
策
定
を
す
べ
く
、
鉄
道
事

業
者
・
道
路
管
理
者
に
必
要
な

助
言
等
を
行
い
、
災
害
時
の
適

確
な
管
理
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
と
し
て
い
る
。

No.
踏切道 鉄道 道路 該当する指定に係る基準 

（踏切道改良促進法施行規則）名称 位置 事業者 線名 管理者 種別 路線名

1 一の町 茨城県水戸市
東日本旅客鉄道株式会社
鹿島臨海鉄道株式会社

常磐線 
大洗鹿島線

水戸市 市道 浜田2号線 第十三条第1号

2 牛塚 栃木県宇都宮市 東日本旅客鉄道株式会社 東北線 栃木県 県道 雀宮真岡線 第十三条第1号

3 第二藤岡街道 群馬県高崎市 東日本旅客鉄道株式会社 高崎線 群馬県 県道 藤岡大胡線 第十三条第1号

4 野田線第290号 千葉県船橋市 東武鉄道株式会社 野田線 千葉県 県道 市川印西線 第十三条第1号

5 前原3号 千葉県船橋市 新京成電鉄株式会社 新京成線 千葉県 国道 296号 第十三条第1号

6 元山3号 千葉県松戸市 新京成電鉄株式会社 新京成線 千葉県 県道 千葉鎌ケ谷松戸線 第十三条第1号

7 八柱2号 千葉県松戸市 新京成電鉄株式会社 新京成線 千葉県 県道 市川柏線 第十三条第1号

8 くぬぎ山1号 千葉県鎌ヶ谷市 新京成電鉄株式会社 新京成線 千葉県 国道 464号 第十三条第1号

9 大井戸 千葉県袖ケ浦市 東日本旅客鉄道株式会社 内房線 袖ケ浦市 市道 南袖大野台線 第十三条第1号

10 東上本線第26号 東京都板橋区 東武鉄道株式会社 東上本線 東京都 都道 常盤台赤羽線 第十三条第1号

11 大戸 東京都町田市 東日本旅客鉄道株式会社 横浜線 東京都 都道 八王子町田線 第十三条第1号

12 牛浜 東京都福生市 東日本旅客鉄道株式会社 青梅線 東京都 都道 杉並あきる野線 第十三条第1号

13 中新道 東京都福生市 東日本旅客鉄道株式会社 青梅線 東京都 都道 伊奈福生線 第十三条第1号

14 川崎堀 神奈川県川崎市幸区 東日本旅客鉄道株式会社 南武線 川崎市 国道 409号 第十三条第1号

15 竹の下 神奈川県川崎市川崎区 東日本旅客鉄道株式会社 鶴見線 川崎市 市道 田辺新田1号線 第十三条第1号

16 第3甲州街道 長野県諏訪市 東日本旅客鉄道株式会社 中央線 国土交通省 国道 20号 第十三条第1号

　

国
土
交
通
省
は
、
踏

切
道
改
良
促
進
法
に
基

づ
き
、
災
害
時
の
管
理

の
方
法
を
定
め
る
べ
き

踏
切
道
に
つ
い
て
、
７

月
31
日
に
全
国
16
箇
所

の
指
定
を
追
加
で
行
っ

た
。

　

平
成
30
年
６
月
、
大

阪
北
部
地
震
の
際
に
列

車
の
駅
間
停
止
等
に
よ

り
、
多
数
の
踏
切
道
に

お
い
て
長
時
間
の
遮
断

が
発
生
し
、
救
急
救
命

活
動
等
に
大
き
な
支
障

が
生
じ
た
。

踏切道改良促進法に基づく災害時の管理の方法を定めるべき踏切道の指定箇所

災害時の円滑な避難や緊急輸送の確保を目指して


